
ちょぞっ娘ちょぞっ娘

新鮮力！ 



　将来を担う子供たちに、議会を体験して役割や仕組みを知っても
らい、町政の関心を高めるために昨年から始めた。

宮 本 夕 愛 議長宮 本 夕 愛 議長

生比奈小学校

町長の答弁
　料理コンテストはミカンのＰＲにつながり、消費拡大にもなるので開催に向け協議したい。
　足湯は暖かいお接待になる。

山本さくら 議員
　●　料理コンテストで、町の特産のミカンを生かした
　イベントを開いては。
　●　ちょぞっ娘に妹を。
　●　ミカン募金で助け合いを。

尾 花 雫 月 議員
　●　お遍路さんの疲れをいやす足湯を作って
　安全に巡礼できるようにしては。
　●　お接待の日を決めては。

上 野 葉 月 議員
　●　自転車で勝浦町の名所めぐりを。
　●　風景や美味しいものを楽しめるイベントを企画しては。

坂 東 　 咲 議員
　●　横瀬校区に大きな公園を。
　●　勝浦町の自然を生かした木のぬくもりが感じられる遊具の設置を。

坂 東 咲

横瀬小学校

町長の答弁
　新たな公園設備は困難であり、農村公園など活用してほしい。
　サイクリングイベントは起伏に富んだコースがあり、関係者と協議したい。

平 岡 誠 弥 議長平 岡 誠 弥 議長



子ども議員の感想
　自分の意見をはっきり言えて良かった。楽しい笑顔あふれる町に
して欲しい。

山 本 悠 貴 議員
　●　世界遺産登録をめざしている「四国霊場と遍路道」と
　タイアップして、みんなが集まれる鶴林寺公園を建設しては。
　●　中央には鶴のオブジェを設置し、町のシンボルとして有名にしては。

小 関 摩 耶 議員
　●　町の財政は大丈夫か。
　●　介護や福祉の課題、少子化対策は。
　●　人口減少で小学校が統合してしまうのではないか心配だ。

勝浦中学校

町長の答弁
　鶴林寺などは世界遺産登録に向け取り組んでいる。鶴のオブジェはシンボルとし
て認知度アップに有効。
　町財政は借金より貯金が一人当たり451,000円あり健全である。
　現在のところ小学校は複式学級にならず、統合は考えていない。

大久保音夢 議長大久保音夢 議長

　　　公　一



国民健康保険 7億4933万円
介護保険 8億4647万円
勝浦病院  6億2121万円
簡易水道 3億3712万円

後期高齢者 8531万円
農業集落排水 3170万円
物産販売 974万円
住宅新築資金貸付 26万円

平成28年度 決算認定（歳出）不用額が多い！不用額が多い！不用額が多い！

問　不用額が非常に多い。予算組みの段階でしっかりと精査できていないのでは。
　また、予算の誤りを予備費で流用しているが、問題では。

答　山田企画総務課長
　予算査定は担当者、企画総務課長、副町長とチェックし、政策的な部分を含めて町長が最終決
定している。

答　藪下副町長  　突発的な事があり予備費を流用した。法令上は問題ないと認識している。

問　28年度に整備した宅地、４区画中２区画
が売れ残っている。
　また、賃貸住宅への建設費助成事業が執行
されていない。今後の取り組みは。

答　柳澤建設課長 　宅地への問い合わせはあ
るが販売に至っていない。今後は不動産業者に
依頼し完売に努める。

答　石木地方創生推進室長 　賃貸住宅につい
ては、立地条件の難しさと周知不足が原因と考える。今後、分析を行い実績を上げていきたい。

　●　各課ともに不用額が多い。適正な予算編成と事業執行を。
　●　時間外勤務の削減を。
　●　男女共同参画事業は、研修内容の充実を。
　●　農業振興補助事業は、ＪＡ受付分の申請方法の改善を。
　●　賦課業務のチェック体制の強化と職員研修によるスキルアップを図り、事故再発防止に努められたい。
　●　宅地造成事業の経費、販売方法を再検討する必要がある。候補地選定も含め改善されたい。
　●　国の政策によるシステム改修費の町費負担は、他市町村と比較し適正かどうか判断されたい。
　●　病院改築に向けて、医師確保に町長自らが具体的な行動を起こすべき。

一　般　会　計

特　別　会　計

38億6124万円

※不用額とは…予算計上されたが使われなかった金額

答 山田企画総務課長

答 柳澤建設課長

答 石木地方創生推進室長

答 藪下副町長

問

問



企
業
立
地

促
進
に
向
け

条
例
を
制
定

消
え
た横

断
歩
道

問　

星
谷
地
区
中
央
の
交
差

点
の
「
横
断
歩
道
」
が
消
え

て
数
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
で
、

危
険
な
状
況
に
あ
り
、
再
三

要
望
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ

改
善
さ
れ
な
い
。
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

問　

今
後
、
ど
う
す
れ
ば
復

元
で
き
る
の
か
。

５
３
０
万
円
補
正

　

 
 

意
見
書
で
討
論

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
、

批
准
に
向
け
た
意
見
書
」
に

 

討
論
の
結
果

◎
主
な
補
正
予
算

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は

　

外
国
人
が
訪
れ
て
く
る
旅

行
の
こ
と

　 

議
案
に
対
す
る
質
疑

問　

移
住
支
援
空
き
家
改
修

補
助
金
の
申
し
出
は
何
件
あ

っ
た
の
か
。

問　

公
の
施
設
の
指
定
管
理

の
公
募
で
競
合
は
な
か
っ
た

の
か
。

答

海
川
産
業
交
流
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

問

問

問

台
湾
か
ら
２
千
人

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

町
民
の
声

町
民
の
声

答

中
瀬
住
民
課
長

答

中
瀬
住
民
課
長

問



視察日：9月24日～26日

岡 山 県
和 気 町

教育による
町 づ くり

・複数の大学から協力を得て、英検指導に特化した公営塾を運営している。
・英語特区を導入し、次期学習指導要領に対応している。
・６名のＡＬＴ（外国語指導助手）を採用し、効果を上げている。

広 島 県
大崎上島町

移住・定住
促進事業

・地域づくり協力隊3名を移住・定住アドバイザーとして採用し効果を上
げている。
・用地造成（干潟の埋め立て）を行い、全寮制の中高一貫校誘致に成
功している。
・移住者用お試し住宅は３タイプ用意し、効果を上げている。

鳥 取 県
日 南 町 議会改革

・議員若返りのため、報酬審議会に増額（3.6万円）を打診し、同時に
町民との協議を重ねている。
・一般質問の通告に対して、執行部より事前に答弁書を提出させている。
・議会日程・議案は議員と同時に町民にも同じ情報を配信している。

　

○　
移
住
の
き
っ
か
け
は
。

山
守
さ
ん

樋
口
さ
ん

岡
さ
ん

借
り
ら
れ
る

農
地
が
な
い

　

○　
町
に
足
り
な
い
も
の
は
。

八
木
さ
ん

樋
口
さ
ん

　

○　
町
の
課
題
は
。

大
友
さ
ん

渡
辺
さ
ん

八
木
さ
ん

山
守
さ
ん

樋
口
さ
ん

樋
口
さ
ん

八
木
さ
ん

八
木
さ
ん

渡
辺
さ
ん

大
友
さ
ん

木
島
さ
ん

岡
さ
ん



仙 才 　 守

松 下 一 一

麻 植 秀 樹

松 田 貴 志

森 本 　 守

国 清 一 治

井出美智子

1月16日、2月15日、3月6日～9日、20日～23日

美 馬 友 子

傍聴に来てよー！



問　
「
役
場
職
員
の
健
康
は

大
丈
夫
な
の
か
」
と
住
民
の

心
配
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
職
員
の
負
担
軽

減
策
に
宿
直
業
務
を
委
託
で

き
な
い
か
。

新
規
採
用
に

地
元
枠
を

問　

町
内
の
職
員
が
減
っ
て

い
る
。
地
元
枠
で
募
集
し
採

用
し
て
は
ど
う
か
。

問　

新
規
採
用
者
に
求
め
て

い
る
こ
と
は
何
か
を
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
。

問　
業
務
拡
大
や
新
規
事
業

に
よ
り
時
間
外
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
有
休
取
得
率
が
減

少
し
て
い
る
が
、
職
員
数
も

増
え
て
い
な
い
。

　

増
員
し
て
は
。

問　

体
調
を
崩
し
て
休
ん
で

い
る
職
員
も
い
る
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
及
び
相
談

窓
口
の
設
置
は
で
き
て
い
る

の
か
。

福
祉
総
合
窓
口

の
設
置
を

問　

福
祉
の
相
談
窓
口
を
一

つ
に
集
約
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
で
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
調

整
が
で
き
る
体
制
整
備
を
実

現
す
べ
き
で
は
。

　

○　
教
育
委
員
会
の
郡
内
統

合
を

　

○　
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を

健康面からも考えていきたい（町長）

宿直業務
委託で負担軽減を

問

問

問問

問

問

答

中
田
町
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

美馬友子   議員美馬友子   議員

答

藪
下
副
町
長

住民が中心

福祉

社協

国保 子育て

障がい

介護

生活困窮

ボランティア

民生児童委員地域包括

ワンストップ相談支援

企
画
総
務
課

税
務
課

住
民
課

福
祉
課

産
業
交
流
課

建
設
課

教
育
委
員
会

勝
浦
病
院

時間



問　

岡
山
県
和
気
町
で
は

「
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
し
て
い
る
。
本
町
の

教
育
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

小
学
校
の
英
語
教
育

へ
の
取
り
組
み

問　

他
の
自
治
体
に
比
べ
て

対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は

問　

今
年
度
予
算
で
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
作
業
が
遅
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

料
金
見
直
し
は

問　

町
長
か
ら
「
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
実

態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
す
る
。」
と
の
答
弁
を
得

て
い
る
。

　

料
金
見
直
し
が
可
能
な
時

期
は
。

　
地
籍
調
査
の

実
施
時
期

問　

８
月
末
か
ら
10
月
末
で

調
査
し
て
い
る
が
、
草
の
繁

茂
、
高
温
、
降
雨
や
マ
ム
シ

等
に
苦
労
し
て
い
る
。

　

調
査
時
期
を
春
先
に
変
更

で
き
な
い
か
。

　

○　
簡
易
水
道
関
連

教育による町づくり

「文教の町かつうら」をめざしたい（町長）
取り組みの姿勢は

問問

問

問問

問

仙才　守   議員仙才　守   議員

答

中
田
町
長

利
用
状
況
調
査
は

光
ケ
ー
ブ
ル

答

椎
野
教
育
長

答

椎
野
教
育
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長



問　

３
期
12
年
の
自
己
評
価

と
、
４
選
出
馬
表
明
に
至
っ

た
思
い
は
。

企
業
誘
致
の進捗

は

問　

企
業
誘
致
の
話
が
出
て

い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

辻

高
齢
化
社
会
を

見
据
え
て

問　

運
転
免
許
自
主
返
納
者

が
増
え
て
い
る
。
買
い
物
等

の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、

タ
ク
シ
ー
券
の
増
額
は
で
き

な
い
か
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
無
料
化
と
、
対
象
年

齢
の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い

か
。

問　

現
在
、
特
養
入
所
待
機

者
数
と
そ
の
対
応
は
。

問　

沼
江
バ
イ
パ
ス
と
土
捨

て
場
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
跡
地
利
用
の
計
画

は
。

　

○　
公
平
な
固
定
資
産
税
に

　

○　
町
営
住
宅
の
管
理

総合戦略をやり切りたい（町長）

町長４選への思いと
　　今後の取り組みは

問答

中
田
町
長

問

問 問問

問

答

中
田
町
長

松下一一   議員松下一一   議員

沼
江
バ
イ
パ
ス

ど
う
な
っ
て
い
る

答

岡
本
福
祉
課
長

答

岡
本
福
祉
課
長

答

岡
本
福
祉
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長



問　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
る
。
事
故
を
起
こ

す
前
に
、
安
心
し
て
返
納
で

き
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
。

　

最
近
の
事
故
件
数
と
免
許

返
納
数
は
。

問　

眼
科
等
、
町
外
へ
の
通

院
に
町
営
バ
ス
を
運
行
し
た

ら
ど
う
か
。

問　

徳
バ
ス
の
利
用
券
を
発

行
し
、
タ
ク
シ
ー
券
と
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
。

問　

非
課
税
世
帯
に
シ
ニ
ア

カ
ー
購
入
補
助
を
し
た
ら
ど

う
か
。

就
学
援
助
費
の

拡
充
と
入
学
準
備

金
の
前
渡
し
を

問　

神
山
町
、
佐
那
河
内
村

で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生

徒
会
費
、Ｐ
Ｔ
A
会
費
も
支

給
さ
れ
て
い
る
。
勝
浦
町
も

支
給
し
た
ら
ど
う
か
。

問　

新
入
学
時
に
は
、
制
服

等
、
多
額
の
経
費
が
必
要
だ
。

６
月
支
給
の
入
学
準
備
金
を

前
渡
し
支
給
し
て
は
。

問　

就
学
援
助
制
度
を
知
ら

な
い
町
民
に
対
し
、
ネ
ッ
ト

検
索
を
す
れ
ば
簡
単
に
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
改
良
す
る
べ
き

だ
。

農
業
支
援
の

地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
定
着
を

問　

全
国
的
に
は
、
農
業
支

援
の
協
力
隊
員
の
定
着
率
が

悪
い
。
大
事
な
人
材
を
大
切

に
し
て
、
勝
浦
に
し
っ
か
り

と
根
を
張
り
農
業
を
担
え
る

よ
う
、
支
援
強
化
を
。

補
助
は
研
究
す
る
（
町
長
）

免
許
返
納
者

シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
に
補
助
を

問 問

問

問 問問

問

問

井出美智子   議員井出美智子   議員

答

岡
本
福
祉
課
長

答

岡
本
福
祉
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

椎
野
教
育
長

答

椎
野
教
育
長

答

海
川
産
業
交
流
課
長



問　

行
方
不
明
者
が
増
え
て

い
る
が
状
況
は
。

問
、
県
道
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
で
き
な
い
か
、
県
に
要

請
し
て
は
。

問
、
携
帯
電
話
や
位
置
情
報

シ
ス
テ
ム
利
用
機
器
は
、
費

用
面
や
操
作
で
難
し
い
。
家

族
や
知
人
に
行
き
先
を
知
ら

せ
る
習
慣
を
周
知
徹
底
す
れ

ば
。

職
員
提
案
制
度

の
活
用
を

問
、
職
員
の
提
案
に
つ
い
て

2
年
前
に
も
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。

防
災
無
線
の
音
量

問
、
町
内
各
所
か
ら
「
や
か

ま
し
い
」
と
苦
情
が
届
い
て

い
る
。
今
は
各
戸
に
戸
別
受

信
機
を
備
え
付
け
て
い
る
の

で
、
そ
ん
な
に
音
量
を
上
げ

な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

職
員
の
採
用
に

つ
い
て

問
、
町
内
外
の
職
員
割
合
と
、

一
番
遠
い
職
員
は
ど
こ
か
ら

通
勤
し
て
い
る
の
か
。

問　

勝
浦
町
に
住
所
を
移
動

す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

○　
通
学
費
の
助
成
に
つ
い
て

老人会や町広報で周知する（福祉課長）

増えている行方不明者
行き先知らせる習慣づけを

問問

問

問問

問

問

森本　守   議員森本　守   議員

答

岡
本
福
祉
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長



問　

以
前
、
作
成
す
る
と
答

弁
し
て
い
た
地
域
別
の
詳
細

な
防
災
マ
ッ
プ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

問　

勝
浦
川
の
堤
防
改
修
を

県
に
対
し
て
要
望
す
る
と
話

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
。

問　

台
風
接
近
に
よ
る
悪
天

候
の
中
、
衆
議
院
総
選
挙
の

開
票
作
業
が
行
わ
れ
た
が
、

問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

問　

病
院
改
築
の
工
事
費
が

25
億
円
以
上
に
な
る
が
、
町

財
政
は
心
配
な
い
か
。

問　

23
億
円
あ
る
財
政
調
整

基
金
が
11
億
円
に
半
減
す
る

と
の
見
通
し
だ
が
、
身
の
丈

に
合
っ
た
病
院
に
す
べ
き
で

は
。

問　

来
年
４
月
か
ら
病
院
給

食
が
外
部
委
託
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
町
内
で
雇
用
の
確
保

は
で
き
る
の
か
。

万全な備えを

情報収集し作成する（企画総務課長）
地域別の詳細な防災マップを

問

問問

問

問

問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

麻植秀樹   議員麻植秀樹   議員

町
財
政
に

影
響
は
な
い
か

病
院
改
築

町
内
で
の

雇
用
確
保
を

病
院
給
食
外
部
委
託

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答
石
木
地
方
創
生
推
進
室
長

答

笠
木
病
院
事
務
局
長

答

中
瀬
住
民
課
長



問　

今
年
度
は
、
特
に
消
防

団
員
の
出
動
回
数
が
増
え
て

い
る
。
異
常
気
象
に
よ
る
災

害
発
生
も
想
定
さ
れ
、
団
員

へ
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で

あ
る
。

　

士
気
を
高
め
、
統
率
を
図

る
た
め
に
も
、
出
動
手
当
等

を
支
給
し
待
遇
改
善
を
す
べ

き
で
は
。

問　

火
災
時
な
ど
に
防
災
無

線
等
で
情
報
発
信
を
し
て
い

る
が
、
確
実
に
各
分
団
員
に

情
報
を
届
け
る
た
め
に
、
一

斉
メ
ー
ル
等
の
活
用
は
で
き

な
い
か
。

総
定
数
と
各
分
団

の
定
数
変
更
を

問　

消
防
団
の
定
数
は
２
４

０
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団

の
定
数
は
条
例
制
定
時
に
割

り
振
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
出

動
状
況
等
に
も
変
化
が
見
ら

れ
、
現
状
に
合
わ
せ
た
総
定

員
と
各
分
団
の
定
数
変
更
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
の
政
治
姿
勢

問　

常
備
消
防
へ
の
取
り
組

み
は
。

問　

町
長
の
後
援
会
だ
よ
り

に
生
比
奈
地
区
に
宅
地
造
成

と
あ
る
が
、
人
口
偏
在
の
解

消
や
地
元
商
店
の
活
性
化
の

観
点
か
ら
も
反
対
で
あ
る
。

手当支給を検討したい（企画総務課長）

消防団体制
団員の待遇改善を

問

問 問

問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

松田貴志   議員松田貴志   議員

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

答

山
田
企
画
総
務
課
長

問 一
斉
メ
ー
ル
の

活
用
を

情
報
発
信



救急士詰所

救急車 車庫

問　

固
定
資
産
税
の
課
税
も

れ
や
、
通
学
バ
ス
の
問
題
な

ど
が
続
き
、徳
島
新
聞
に「
行

政
ミ
ス
相
次
ぐ
、連
携
不
足
」

と
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
町

長
は
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

問　

救
急
車
と
救
急
救
命
士

の
詰
め
所
が
県
道
を
挟
み
離

れ
て
い
る
。

　

出
動
時
に
危
険
な
状
況
で

あ
り
、
電
話
も
直
接
つ
な
が

ら
な
い
な
ど
、
遅
れ
が
で
て

い
る
。
早
期
に
改
善
す
べ
き

で
は
。

問　
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
る

立
場
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
政

治
活
動
の
な
か
で
、
何
が
違

反
な
の
か
を
知
る
必
要
が
あ

る
。
公
職
選
挙
法
で
は
何
が

違
反
行
為
な
の
か
。

　
ま
た
、「
連
座
制
」
と
は
ど

の
よ
う
な
行
為
を
言
う
の
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
は
、
今
後
ど
う
啓
発
し
て

い
く
の
か
。

行
政
ミ
ス
相
次
ぐ

信
頼
回
復
と
再
発
防
に
努
め
た
い
（
町
長
）

町
長
の
対
応
は

問

問 買
収
や
寄
付
行
為

選
挙
違
反

問 出
動
時
に
危
険

救
急
救
命
業
務

国清一治   議員国清一治   議員

答

中
田
町
長

答

中
瀬
住
民
課
長

答
石
木
地
方
創
生
推
進
室
長



活
発
な
政
策
論
争
を

前回から「地域おこし協力隊」の活躍を、シリーズで紹介して
います。今回は！

★まずは自己紹介
　東京は府中市の生まれ、東京で
は飲食店の店舗マネージャーとして、
店舗運営の仕事をしておりました。
　趣味は、旅行やコーヒー屋など
の店巡りです。

★なんでこの町へ
　「全く別のことをしてみたいな～」と転職を考えていた
とき、地域おこし協力隊として「道の駅」の業務に興味
をもち、応募しました。

★どんなことしょんで
　始めは「道の駅ひなの里かつうら」で勤務
をしていましたが、２年後からは役場の産業
交流課において、特産品の振興に携わってい
ました。
　現在は独立し、横瀬地区でコ
ーヒー屋「勝浦流イタリアンカフ
ェ Salotto」を経営しています。

★ゆめは大きく
　現在経営しているコーヒー屋が、イタリア
の街中にあるコーヒー屋（バール）のように、
たくさんの人々が集い、生活の一部になるこ
と。
　日常的に朝はカプチーノ。食後や午後はエ
スプレッソをカウンターで立ち飲みする文化
を創りたい。

木 島 大 輔 さん

の活躍を、シリーズで紹介しての活躍を シリ ズで紹介して


